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安定処理土 の 突固め に モ ール ド内径 10cm 3kg
安供

定試
JGS　T 　811

よ る 供試体作 製方 法 1｝　ル ド内径15cm 6kg 一

篭
土方

JGS　T 　812 安定 処理土の 静 的突 固めに よる供 試体作製方 法 500g π
∫GST821 安定 処理土 の 突 固め を しな い 供試 体作製方法 5009 一

の 法
JGS　T 　831 薬液注入 に よる 安定処理 ⊥の 供試 体作製方法 5009

注 ； 1〕

　 2）
　 3〕

こ の 表 に 示す試料分取量 は，湿潤 ま た は空気乾燥試料 の 質量で あ る。
同
．・

条 件で 複数個 の 試験 を 行 う場合，試 料分取量 に個 数 を乗 じた量 が必 要 となる。
組数 とは，試験 を 1回行 うの に 必要な供試体個 数 をい う。

別添表一1（b）
一

駆 。。号 1
冖 　 　

　試　験　方　法
試料 の 粒径 （mm 〕　　　　 ．

5 以 下 10以下
備　　　　 考

1
土 懸濁 液の pH 試験　　　　　　　　　　　　

　 　　 2 以 下
一

「 恋。

　　　　309

150g 炉乾 燥換算質量 （湿潤 状態 で 用 い る ）

計謂 盖 土懸濁 液の 電気伝導度 試験

100g
−
1009150g 炉乾 燥換算質量 （湿潤 状態 で 用 い る）

JGS　T　221　　 　 土の 強 熱減量試験 方法 2〜10g　　　　　　　
一

炉乾燥状 態の 質量
化
学
的
性

質
の

試

験

JGS　T 　231 十の 有機炭素含有量 試験 0．1〜19 　　　　　　　
一

炉 乾燥状 態の 質 量

JGS　T 　241 土の 水 溶性 成分試験 509 炉乾燥状 態の 質 量

JGS　T 　251 粘土鉱 物判定の た めの 試料 調製
、粗大。 土 粒’點 除． 。 、。一 黶墓欝 餐 離 編嵯

注 ； 1）　同
一

条件で複数個の 試験を行う場 合，試 料分取量 に個数を乗 じた 量が必要 となる。
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rJGS　T　311 土 の 透水試験方法 ，　 JGS 　T　411 土 の 段階載荷に よ る

圧密試験方法 ，
JGS 　T　412 土の 定ひ ず み速度載荷に よる圧密試験

方法」 の改正案に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地盤工学会基 準部
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1，　 ま え が き

　標記 の 地盤 工 学会基準 の うち，JGS　 T 　311 お よび

JGS　 T 　 411 は ，
1ggo 年の 制定 ・改正 以 降，ま た ，

JGS　 T　 412 は，1993年の 制定
・
改正 以 降，内容 を変更

す る こ とな く現在 に 至 っ て い る。計 量 法 に よ る SI へ の

猶予期限 （1999年 9 月30日 ） を考慮 した 単位の SI化，

関連 す る規格 ・基準の 制定 ・改正 に伴 う表記 と用語 の 変

更，そ の 他軽微 な 変更事由な どに よ り ， 内容を 見直 す 必

要 が生 じた。基準部，土質試験基準検討委員会，お よ び

関連 す る小 委 員会 （透 水 ・圧 密試 験 基 準検 討 小 委 員会 ）

に お い て 見直 しの 検討を行 っ た 結果，こ こ に 改正案を提

案す る 。

　まず，JGS　T 　311 で は，比較的軽微 な 形式的
・
内容

的 な 変更で あ るた め，変更点の み を対比 表 の 形式 で提 示

して い る。現行の 基準 との 詳細 な対 比 は，「土 質試験 の

方法 と解説」 を参 照 さ れ た い
。 な お，こ の 改正 に先行 し

て 「JIS　A 　 1218 ：上 の 透水 試験方法」 に つ い て一
部改

正素案がす で に提案されて い る
1）。

　 次 に ，JGS　T 　411 で は，地 盤 工 学 会 基 準 案 に 示 さ れ

る と お り，形式的 ・内容的な 変更が 多 く さ れ て い る こ と

74

が わ か る 。
こ の 基 準 改 正 と平 行 して 「JIS　A 　1217 ： 土

の 段階載荷 に よ る圧密試験方法」 に つ い て も規格改正 素

案
2〕が 提案され た 結果，今回の 改正 案 は ， 規格改正 素案

と整合性を保 つ よ うに現基準か ら大幅な変更が された。

よ っ て ，主 な 改正 事由に つ い て は，規格改正素案の 主 な

改正点
2）とほ ぼ同 様で ある の で 省略 す る が ，こ の 基準改

正 案の ほ うが，準用 で き る 土 の 範囲 が 広 い とい う特微が

あ る。現行 の 基準 との 詳細な対比は，「土質試験 の 方法

と解説」 を参照 され た い
。

　さ ら に ，JGS　T 　412 に つ い て は，新規 制定 の 規格素

案 「JIS　A 　XXXX ： 土 の 定 ひ ず み 速 度載荷 に よ る圧密

試験方法」
2）が 提案 さ れ て い る た め ，こ の 規格素案との

対比表の 形式 で異な っ て い る 点の み を提示 して い る。基

準改正案で は，こ の 規 格素案 と整合性 を保つ よ うに 現基

準か ら変更 され て い る た め，両 者の 規格
・
基準 の 間 に は，

内 容的 に大 きな違 い は な い
。 しか し，現行 の 基 準 とは，

形式的 に大幅な変更が 加 え られて い る。詳細な 対比 は ，

「新規制定 土質工 学会基準 ・同解説 （1994 年度版）」 お

よび 新規制定 の 規格素案 に おけ る現基準 か らの 主 な 改正

点
2）を参 照 さ れ た い 。

　 な お，今 回 の 透 水 ・圧 密試験関係の 規 格 ・基 準 の 改 正

　 　土 と基礎，46− 3 （4S2）
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の 中 で ， 圧密試験関連 の 規格
・
基準名 が 変更され て い る。

こ れ は，従来，圧密試験 に 関す る唯
．一

の 規格 ・基準 で あ

っ た 「土 の 圧 密試験 方 法 」 （通称 ： 標準圧密試験）の ほ

か に，新 た に
一

つ の 規格
・
基準が 制定 さ れ る こ と に 伴 い ，

試験方法の 実態を 表す よ うな 名称 に 統
一した 結果で ある。

前者は ， 「JIS　A 　 1217，　JGS　T 　 411 ： 土の 段階載荷 に よ

る 圧密試験方法 」，後者 の 「土 の 定 ひ ず み速度圧 密試験

方法」 は，「JIS　A 　XXXX ，　JGS　 T 　412 ： 土 の 定 ひ ず み

速 度載荷 に よ る 圧 密試験方法」 と 変更 し て い る。

　 こ の 公 示 改正 案に関 す る ご 意見は ，書面 に て 1998（平

成 10）年 5月31日ま で に 地盤工 学会基準部宛に 提出 して

い た だきた い。提出 さ れ た ご意見は，関係委員会お よび

基準部で 検討 さ れ，再修正 さ れ た 基準本文 は 理 事会 に お

い て 承認 され た時点で 確定 す る。

2， 改　正 　案

2．1JGS 　 T　 311 土の 透水試験方法

項　　 　 　目 規 行 基 準 改　 　 　 正　 　　 案
　　　　　『 ．一 ．．

備　　 　 　考

付 帯条項 2．2
表
一1

（G−M ） 〔GF ） 「地 盤 材料 の 工 学 的 分 類

方 法」 の 改正 に伴 う変 更

3．3   600mmHg 80kPa 単位変 更

3．4（4） 1℃ 1℃以 F 温度計の精度

4．4（3） 1℃ ．1℃以下 同上

付 帯条項 4．7〔2）

1
1
変水位透水試験 に おい て も，粒径 分布 を考慮

　して ，試験初期 の 動水勾配 を粒子 が 移動 しな

　い 程 度 に設定 しなけ ればな らない 。

動 水勾配 が大 きす ぎる場

合，試験 中に 透水 係数が

変動 するため に追加

4，8〔2）
　　　　　　　一

2．30 2．303 有効数 字

5，〔2＞
「『

試 料 の 最大 粒径 追加 。以 下 の番 号 繰 り下 げ

付 帯条項 5．
． 〔9） 〔10）に番号繰 り下げ 5．（2）の 追加 に よ る

2．2　JGS 　T411 ：土 の 段階載荷に よ る 圧密試験方法

　　　改 正 案全 文 を76ペ ー
ジ か ら掲載 して い る。

2．3　JGS 　T　412 ：土 の 定 ひ ず み 速 度載 荷 に よ る 圧 密 試 験方 法

　　『
項

　　　　．
目 現 　　行　 　基　 　準 改　 　 　 正　 　 　 案

L

　 　 備　 　 　 考

1．4 1．4　必要関連 基準
」
2．引用規格 JGS改正 案で は，試験実

JIS　A 　 1202 「土 粒 f の 密度試験」 JIS　A 　1202 「土 粒子の 密度 試験方法」 施上 わ か りや す くす るた層
JIS　A 　1217 「土 の 段 階載 荷 に よ る 圧 密試 験 め に JIS　A 　 1217 の 関連

方法」 箇所 を省略 しな い です べ

て 引用 した。

付 帯条 瑣 1，4 4．2の 表一1を用 い て ひず み速度 を決定す る な し JIS素 案 で は，表
一1が

場 合は ，IIS　A 　 1205 「七 の 液性 限界 ・塑 性 6．2a）の 参 考 に な る の

1謄
験方 法」 降 儲 縦 謙 求

1
で ，引用規 格 に含 めて い

な い 。

2，2　　　 　　　　　 　　　 2．2　供試体作 製用具　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　1嬲澱 趁贈薦
に 紐 囎

　　　　　　　　　　　1
−
3．2 3．2　供試体 の 成形

JIS　A 　 1217 「土 の 段 階載荷に よ る 圧 密試 験

方法」 5．2をす べ て引用 した。

4．2　供試体作製器 具

「供試体作製器 具 は ，JIS　 A 　1217の 4．2 （供 試

体作製器具 ）に 規定す る もの とす る。

JGS改正 案で は，試 験実

施 ．ヒわ か りや す くす る た

め に ，JIS　 A　 1217の 関

連箇所 を省 略 しな い です

べ て 引用 した 。

5．2　供 試体の成形 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 同上

供 試体の 成形は ，JIS　 A 　1217の 5．2 （供試 体

の 成形 ）に規定 す るもの とす る。

）1

　　　　　　　　参　考　文　 献

地 盤 工 学 会 基 準 部 ： 「JIS　A 　1211 ：CBR 試 験 方 法，
JIS　A 　1216 ： 土 の

一軸圧 縮 試験方 法，　 JIS　A 　1218 ：土

の 透水試験方法」 の
一

部改 正の 素案 に つ い て，土 と基礎，
Vol．45，　No．7，　pp．65〜66，1997．

2） 地盤 工 学会基準部 ：「JIS　A 　1217 ：土 の 圧密試験方法」

　　の 規格 改正 素 案 な ら びに 新 規 制 定 の 「JIS　A　XXXX ：

　　上 の 定 ひ ずみ 速度載荷に よ る圧 密試験 方法」 の 規格素案

　　 につ い て，土 と基 礎 ，Vol．46，　No．3，　pp．62〜72 ，1998．

March，1998 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 75
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地盤工学会 基準案

土の 段階載荷に よ る圧密試験方法

JGST411
− 199X

Test　Method 　for　One −dimentional　Consolidation　Properties　of　Soils　Using　Incremental　Loading

1， 総　則

　1．1 試 験の 目的

　こ の 試験は，土 を
一

次元 的に ，か つ 段 階載荷 に よって排 水

を許 しな が ら圧密 し，圧縮性 と圧密速度 に 関す る定数 を求め

るこ とを 口的 とする 。

　1．2 適 用範囲

　飽和粘性 土 を 対 象 とす る。

　 1．3　用語 の 定義

　圧密 とは ，静 的 な荷 重を受 けた土 の 間隙水 が排出す る こ と

に よって 生 じる土の 密度増加 の こ とで，細粒分 を 卞 体 と した

透水性の 低 い 飽 和土 の 場 合 は 密度 増加 に時 間遅 れ を 伴 う。

　本基準 に お け る段 階載 荷 と は，荷重 の 大 き さを 段階的 に 順

次 増加 して い く載荷方 法で ，各段階 の 荷重 をほ ぼ瞬間的 に与

え て 所 定の 時間
一

定 に保 つ もの をい う。

　荷重増分比 とは，現在 eJ・え て い る圧 密 圧 力 に対 す る新 た に

［与え る踏 励 囎 分妣 を の ・

　　圧密圧力 と は，土 を圧 密 す るた め に 与 え る圧 力で ，供 試体

　上 端面 に 与え る荷重 を供試 体断面積で 除 した もの をい う。

　 　理 論圧 密度 とは，弾性理論解 が与 え る 圧密の 進行度合 い を

　表 す指標 で，最終圧 密量 に対 する 任意時 間の圧 密量 の 比 率を

　 い う。

　　
一次圧密 とは ，実際の 圧 密量 と時間関 係の うち，理論圧 密

　度100％ま で に 対応する 部分 を い う。

　 　圧 密 降伏 応力 とは，土 が 可逆 的な体積 変化 を示す領域 か ら，

　非可逆的 な体 積変化 を示す領域 に 移行す る境界 の 圧密圧 力を

　 い う。

　　過圧密 とは，現在受 け て い る圧 密圧 力 が圧 密 降伏応 刀よ り

　低 い 状 態 を い う。

　 　正 規 圧密 とは，現在受 け て い る圧密 圧

　超 えて い る状態 をい う。

　 　1．4　必要関連試験

　　こ の 試験結果を得る た め に，次の 試験

　　JIS　A 　 1202土 粒子の 密度試験方法

「

【付 帯条項 】

1．本試験 と部分的 に 異な る方 法を 用 い た場 合に は ，そ の 内容 を

　報告 事項 に 明記 しなけ れ ばな らな い 。
1．2 細粒分 を 主 体 と した 飽和度 の 低 い 土 の 圧 縮性 を求め る場 合

　 に も，この 規 格 を 準用 す る こ とが で きる。

一

　　圧 板の 外 周 の 高 さ と同 程度 の もの。

　  　加圧板 　中心 に 載荷点 を もつ 剛 な 円 板で，多 孔 板 を

　　 もち，ガイ ドリ ン グ お よ び 圧密 リン グ 内 を滑 らか に動

　 　 くもの。

　  　底板　圧 密 リ ン グ を固 定 す る剛板 で，多孔板 を もつ

　　 もの 。

　  　多孔板 　十分 な 剛性 を も ち，透 水 係数 が 104CM ／

　　s 以 上で，土粒 子 が入 らない 程 度 に 間隙が 小 さ い もの。

　  水浸容器 圧密 容器内 の供試 体 を水 浸状態 に保 持で

　　 き る もの 。

  　載荷装置　圧密容 器を 水平 に支 持 し，所定の 荷重 を供

　試休 に衝撃 や偏心 な しに 短時 間に 加 え得 る もの で，各載

　荷 段 階 の 比 力 変 動 を 100　kN ／mE 未 満 で は ± 1kN ！m2 ，

　100kN ！m2 以上 で は ± 1％の 範 囲内で 保 持で きる もの と

　 す る。

〔3） 変 位計 　予想 さ れ る供試 体 の 総圧 密量 が 10mm 末満

　 の 場 合 は 0，002mm ま で ，10　mm 以 上 の 場 合 は 0，01

　 mm まで 測定 で きる もの を標準 とす る。

2．2　供試体 作製用 具

（1）　 トリマ ー
　試料 を圧 密 リ ン グ 内径 よ りも少 し大 きい 円

　盤 状に成 形で き，か つ 成形 した試料 に カ ヅ タ
ー

リン グを

　垂直 に 圧 入 で きる もの 。

  　カ ッ タ
ー

リン グ 圧 密 リン グ と同 じ内径 を もつ 内面 が

　滑 らかな リン グで，その
一

端 は鋭利 な刃 とな っ て お り，

　他 の
一端 に は 圧密 リソ グを取 り付 け られる もの。

（3〕供試体押込み 円板

  　ワ イヤ
ー

ソ
ー
　ワ イ ヤ

ー
の 直径が 0．2mm 程度 4）もの

　 とす る。

（5｝ 直 ナ イフ 　鋼 製 で 片 刃の 付い た 長 さ 25cm 以 上 の も

　 の。

（6） ナ イ フ

2．3　その 他 の 用具

（1） は か り　 感量 0，01g の もの 。

  　 ノ ギス　 0．05mm まで 測定 で きる もの。

〔3） 含水比測 定器具　JIS 　A 　1203「土 の 含 水比試験方法」

　の 3．（試験器具）に 規定 す る もの。

（4）時計　秒読み の で き る もの 。

  　最高最低 温度計　最 小 口盛 1℃以 下 の もの 。

｛6） シ リコ ン オ イルま たはシ リコ ン グ リ
ー

ス 　圧密 リ ソ グ

　 と カ ッ タ
ー

リソ グの 内面に 塗布 し，供 試体 との 摩擦 を軽

　減する もの 。

2，試験用具

2．1 圧 密試 験機

（1） 圧 密容器 　圧 密 容 器 は 次 の もの か ら構成 され，圧密圧

　力に よ っ て 変形 しな い 十分 な剛性 を もつ もの とす る。

　  　圧密 リ ソ グ 　内面の 滑 らか な リソ グで，内径 6cm ，

　 　高 さ 2cm を標 準 とす る。

　  ガイ ドリン グ 圧 密 リソ グ と同 じ内径 で，高さ が 加

【付帯 条項】

2．1

（1） 圧密容器の 概念 図 を図一1に 示す。

　  a．ス テ ン レ ス 鋼 な どの さび ない 材 質で ，土 との 摩擦 の 少 な

　　 い もの を 用 い る。ま た，最 大圧 密 圧 力 時 の 内 径変化 は ，

　 　 0．05％ 以下 とす る。

　　b．供試体の 土 質特性 に よ っ て は，3．1に 基 づ い て 異 な る寸

　 　 法の リソ ゲ を使 用す る。

76 　 土 と基 礎，46− 3 （482＞
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図
一1　 圧 密容器の 例

h「

水浸谷器

　  圧 密 リ ン グ とガ イ ドリ ン グ が
一

体化 した 構造 の もの で もよ

　 　 い e

　  加 圧板 の 直径は，圧 密 リ ン グ よ り も 0．2mm 程度小さ く，

　　外 周面は滑 らか で，外周の 高 さは 10〜15mm とす る。

　  a ，多孔板 の 面積は供 試体 断面 積の 85％ 以上 とす る。

　　b．多孔 板 に上粒子 の 侵 入が懸念 され る場合は，圧縮 性の 小

　　　さ な親水性の 透水 性薄膜を 用 い る 。

　　c．試験 前 に 多孔板 に 口詰 ま りが な い こ と を確認す る。

　　d．多孔 板 は，ポーラ ス メ タ ル また は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク製の

　　 　もの が望 ま しい 。

  a．供 試体 に 所定の 圧 密圧 力を 段階 的 に加 え る こ とが で きる重

　 錘 レバ ー式 ま た は 空気圧 式の 装置 とす る。

　b，重 錘 レバ ー
式 の 場 合 は レバ ー

の 傾 き を調 節 で きる機構 を 有

　　す る もの とす る。

〔3） ダイ ヤ ル ゲ
ー

ジ また は こ れ と同等以上 の 性 能 を もつ 電気式 変

　 位計 を 用い る。

2．2

（D　 トリマ
ー

の 例を 図
一2に 示 す 。

  　カ ヅ タ
ー

リン グの 例 を 図
一3 に示 す。

（3） 供 試体 押込み 円板 の 直径 は，圧密 リソ グ よ りも  ．3mm 程度

　小 さい もの とす る （図一4）。加圧板 で 代用 して もよい 。

上板

濡 蘭

回転板

調整板

試料

図
一2　 トリ マ

ー
の 例

調整板に沿 っ て

ワイヤーソーで

成形

b土密…）・〉 クの 1軽

図一3　 カ ッ ターリン グ の 例

1　 　 　 　 　 　 1

「 ：こ 導 圧 密，。 グ。 内径よV
I

　　　　　　　 　o．3nlm程度小さい

　 　 　 　 　 　 ：

○

March ，1998

図
一4　 供 試 体 押込h 円板の 例

「

…　 3， 供 試体の 作製
1
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3，1 供試体の 形状 と 寸法

供試体 は 直径 6cm ，高さ 2cm を標 準 とす る。
3．2　供試体 の成形

〔1） 圧 密 リ ソ グの 質 量 inR （g）を 0．01　g ま で ．高さ ffo

　 （cm ）お よ び 内径 D （cm ）を 0，05　mm ま で は か る、

（2） 必 要な 供試 体 高 さ よ りも 5〜10　mm 大 きい 試 料 を ト

　 リマ
ー

の 回 転 板上 に 置 き，ワ イ ヤ ーソ ー，ナ イ フ な どを

　 用 い て 試料 を供 試 体の 直径 よ り も 3〜5mm 大 きな円盤

　 状 に成形す る。

（3）　 トリマ
ー．Eの 試料 の上 面 に圧密 リソ グ を装 着 した カ ヅ

　 タ
ー

リン グ を 置 き，刃先 が あ た る部 分の 試料 を ワ イ ヤー

　 ソ
ー，ナ イ フ な どで カ ッ タ ー

リ ソ グの 内径 よ りも 1〜2

　 mm 大き く削 り，ト リ マ
ー

の 上 板 を 軽 く押 し，試料 に カ

　 ッ タ
ー

リ ン グ を 2〜3mm 押 し込 む。この 操作 を 繰 り返

　 して 試料 を カ ヅ タ
ー

リソ グ内に す き間 な く入 れ る。

〔4） 供試体押 込 み 円板を用 い て カ ッ タ
ー

リン グ 内の 試料を

　圧密 リン グ内 に移 した 後，カ ッ タ
ー

リソ グ を外 し，圧密

　 リン グか ら出て い る部 分 をワイヤ
ー

ソ
ー，ナ イフ な どで

　 切 り落 とし，両端面 を直ナ イ フで 平面 に 仕上げ る。
〔5） 圧 密 リ ン グ に 供試 体を 入 れ た 状態の 質it　MT （g）を

　 0，01g まで は か る。
（6＞ 削 り くず か ら代 表的 試料 を取 り，JIS　A 　1203に よ っ

　 て 含水 比 を求 め る。

【付帯 条項】

3，1a．そ れ 以 外の 寸 法 の供 試 体 を用 い る場 合は，供 試体 の 直径

　　 を 高さの 2．5倍 以 上 に す る。また，供 試体の 高 さは，試料 の

　　 最大粒径 の 10倍以上 に す る こ とが望 ま し い e

　 b．透水性 の 比較 的高 い 試料 の 辰 密 係数 を 求め る 場合 は，供

　　 試 体の 高 さを 2cm よ り大 き くす る こ とが望 ま しい 。ま た，

　　 透 水性の 特 に 低 い 粘土 の 場 合で
一次 圧 密 が24時間以 内に 終

　　 わ ら な い 場 合 は，供 試 体 の 高 さを 2cm よ り小 さ くす る こ

　　 とが望 ま しい 。
3．2 供試体の 成形 は含水比 を変化 さ せ ない よ うに手際 よ く行い ，

　 ま た 試 料に 乱 れを与 え な い よ うに 十 分注意 しな け れ ばな らな

　 い 。

（3＞a．圧 密 リン グ と カ ッ タ
ー

リ ソ グ の 内 面 に シ リコ ン オ イル ，ま

　　た は シ リ コ ン グ リース を 薄 く塗 り，供 試体 との 摩擦 を軽減 す

　　る。

　b．サ ソ プ リ ソ グチ ュ
ーブの 内径 が圧 密 リ ソ グの 内径 よ りわ ず

　　か に 大 きい 場合 は，サ ン プ リン グ チ ュ
ーブか ら直接 圧密 リン

　　グに試料 を 押 し込 ん で も よ い 。

  　礫 や貝殻を 取 り除い て 出来 た 小さな くぼ みは，削 り くず で 埋

　め る 。

  　試験終 了を 待た ずに 試験結 果を整理 す る場合 お よび試験後 に

　求 める供試 体の 初期含 水比 を確認 する ため に用 い る。

4． 試験方法

4，1 準備

〔1） 供試体 が 入 っ た 圧密 リン グ を圧 密 容器の 底板 の 上に 置

　 き，ガ イ ドリ ン グ を圧 密 リソ グに 取 り付け る 。 加圧板 を

　供 試体上 面 に置 い て ，圧密 容器 を 組 み 立 て る 。

（2） 圧 密容器 を水 浸容器 に 入 れ て 載 荷装 置 に設置 し，変 位

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 77
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　　計 を取 り付 け る。

　4．2 載荷 と 測定

　（1｝ 圧 密圧 力 pの 荷 重 増分 比 を 1 とす る。載荷段階 の 数

　　は 8，p の 範囲は 10〜1　6ee　kN ！m2 を標 準 とす る。

　〔2） 圧 密 圧 力は ，衝撃を 与 えな い よ うに短 時間 に載荷 す る。

　　
一

つ の 載荷 段 階 で24 時間 圧 密 した 後，次の 載 荷段 階 に

　　移 る。

　（：i） 各 載荷段階の 載 荷 直前の 変位 計の 読 み 4江 mm ） を 記 　
1

　　録 す る。

　（4） 変位 計 の 読 み d （mm ） は，圧 密 量一時間 の 関係 を滑 ら

　　か な 曲線 で描 くこ との で き る よ うな経過 時間 ご とに 記録

　 　 す る 。

　（5） 圧 密降伏応 力 を超 え た とみ なせ る時 点で ，水 浸容器 に　
i

間は圧 密

い ように

の 測定 終

供試 体 全

な る まで

で は か る。．

【付帯条項】

4，1

（1） 多孔板 は 気 乾状態 の もの を用 い る、透水性薄膜 を用 い る場 合

　 は，供試体 の 上 下端面 に 乾 い た状 態で は り付 け る。

  a．圧密容 器 を載 荷装置 に 設置す る 際に，載荷点 が 供試体の 中

　　心 軸 を通 る よ う注意す る。変位計 は供試 体端面 に 垂 直 に ，供

　　試体 中心 軸 に近 く設 置す る。

　b．載荷前 ま たは 載荷中に 試料 を 吸水 膨張 させ な い ように注 意

　 　する必要 が あ る。

4．2 除荷 ・再 載荷 過程 の データが 必 要 な場合 に は ，以 下 の 方 法

　 を 準用 して 試 験 を行 っ て もよい 。

（1）a．⊥ の硬 さ や試験 の 囗的 に 応 じて，第 1載荷段 階の 圧密圧 力

　　と載荷 段階 の数 を決定す る。場 合に よ っ て は，ヒ記 の範 囲外

　 　の圧密圧 力 を加 え て もよ い 。

　b．圧 密降伏 応 力 p。
を 求 め るた め に は，原 則 と して pcの 前 後

　　各 3 段階 以上の 圧 密圧力 で 載荷 す る こ と とす る。

（2）a．圧 密比 力 は 2 秒，ま た は O．05　tsnの い ずれか d・さ い 方 の 時

　　間 内に 所 定 の 圧 力 に な る よ うに載 荷 す る。た だ し，tsoは そ

　 　の 段階の 理 論 圧 密度50％ に 当 た る時間 で あ る。

　 b過 圧密領域 で ．短時 間 に 圧密の 終 了が 確認 で きた 場 合 は ，24

　　時間 を経過 す る前 に 次の 載 荷段 階 に移 っ て もよい 。また 24時

　　間 を経 過 して も
一次圧密 が終了 しない 場合は，一

次圧密 終了

　　が 確認で き る まで 圧 密時間 を延長 す る。

  　変位 計の 読み を 測定 す る と きの経 過時 間の例 として，下記の

　 時間 を参考 に す る。

　　3s，
6s，9s，12　s，18s，30　s，42　s，

　　1min
，
1．5　min ，2min ，

3 【nin ，5min ，7min ，10　min ，15　min ，

　 　 20min ，30 　min ，40　min ，

　 　 1h，1．5　h，2h ，3h ，6h ，12　h，24　h

（5）a．膨 張す る恐 れ の な い 試料 では ，第 1 載荷段 階の 圧密圧 ガを

　 　載荷後，供試体 を 水 浸 さ せ て もよ い 。

　 b．飽和度 の 低い 試料 に こ の 基準 を 準用 す る場 合は ，供試 体を

　 　水 浸 さ せ な い 。た だ し，供 試体 を乾燥 させ ない よ う な処 理 が

　 　必 要で あ る。

78

  　試 験 は温 度変 化が ± 4℃ 以下 にな る ように 管理 さ れ た室 内で

　実施 す る こ とが望ま しい 。

4．3　飽和 度の 低 い 供試 体の 試験後の 飽 和度 を求め る場合 に は，

　 供試体 が 吸 水 しな い よ うに除 荷 ・
解体 し，供 試体 全量 の 湿潤

　 質量 を測定 して か ら炉 乾燥 し，試験後 の 含水 比 を 測定す る。

5．　

5．1

（1）

　 度

　　
　 　
　 　

　　
　 　

　 　
　 　

　 　

　 　 　 　 Ms 　　　　Ms

　　牛
雇

≡
久 。D ・

！4

　　 こ こ に，

　　　　　 MT ：圧密 前の 供試体 と圧 密 リソ グ の 質量 （g）
．

　　　　　 MR ：圧密 リ ン グの 質量 （g）

　　　　　 ms ： 供試 体の 炉乾燥質量 （g）

　　　　　 Ho ： 供試 体の 初 期 高 さ （cm ）

　　　　　 Hs ： 供試 体の 実質高 さ （cm ）　　　　　　　 …

　　　　　　∠4 ：供試 体の 断 面積 〔cm2 ）

　　 　 　　 　D ： 供試体の 直径 （cm ）

　　　　　　ρs
： 土粒 子の 密度 （gfcm3）

　　　　　 ρ。．　： 水 の 密度 （9！cm3 ）

5．2 圧 密量
一
時間 の 関係

5，2．1 各載 荷段階 の 圧密量
一
時間 の 関係の 整理

ω 　（a ｝また は（b）の 方 法に よ っ て，理 論圧 密度 0％に 当た る
　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 1

蕪轜蘊甑 鷺嫌鵲黷購 震隠「
　ee7　te〔，　Cmin） ま た は 理 論 圧 密 度50％ に 当 た る 時 間 tso

　 （min ）を 求め る。

（a ） v
’
丁法 （図一5 参照 ）

  縦 軸 に 変 位計 の 読 み d を算 術 目盛 に ，横 軸 に 経 過時

　間 t（min ） を平 方 根 目盛 に と っ て d一材 曲線 を描 く。

  d ・仔 曲 線 の 初 期の 部 分 に 現 れ る 直線 部 を 延 長 して 」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［

　t＝0 に 当た る点 を 初 期補正 点 と し，こ の 点 の 変位 計 の

　 読み を doとす る。

  初期補正 点 を通 り，  で 求めた 直 線 の 1，15倍の 横距 を

　 もつ 直線 を描 き，d− v
厂f曲線 との 交点 を理論圧 密 度90％

　の 点 と し，この 点 の 変 位 計の 読 み dgoお よび時 間 ちo を

　 求め る。

  dl
。o を次式 で算 定す る。

　 　 42

　 4．4
．一、．1．6
篝・．二 4．8

　 5．0

　 5．’

　 5．．ユ
0〔〕．l　l　234681D 　　 2〔）　 30　40　50　60　ア0

　　　　逢過時間 亘 mi 孟 ［平方恨目盛］

　　 図
一5　 v

’
7 法 に よる整理 の例

　　土 と基 礎，46− 3 （4S2）
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d
…
＝
す

（d ・・厂 d・）＋d・

（b） 曲線 定規法 （図
一6参照 ）

  　縦軸 に 変位 計 の 読 み d を 算 術 目盛 に ，横 軸 に 経 過時

　間 t を対数 目盛 に と っ て dlog 岫 線 を描 く。

  d−log　t曲 線 を 描 い た も の と同 じ長 さ の log サ イ ク ル

　に 描 い た 曲線定 規 （図一7 参照 ）を d−log　t 曲線上 に 当

　て て 上 下 左右 に平 行移 動 し，d−logt 曲線 の 初 期部分 を

　含み 最 も長 い 範囲 で
一致す る 曲線 を 選ぶ。

  　曲 線 定 規 の 理 論 圧 密度 0％ に 当 た る 変位計 の読 み を do

　 とす る。

  　  で 選 ん だ 曲線か ら ち。 お よ び dieoを求 め る。
（2） 縦 軸 に 変 位 計の 読 み d を 算術 目 盛 に，横軸 に経 過 時

　間 t を対 数 目盛 に と っ て圧 密量
一
時間 曲線 （d−iog　t 曲線）

　を描 き，各載荷段 階 の 変位計 の 初期 の 読 み d，　do，　d100，

　お よ び tgoまた は ち。 の 位置 を示す （図一8参照）。

　 4．
　 ｛、
　 4．
．
言 4・
葺 5．
’“t’

5．
　 5．
　 5．
　 5．
　 　

ー
b ．
電
刃

　 4．2
　 4．4
　 4．6
’
喜 4、8
）

5．O
鳴
　 5．2
　 5．4
　 5．6
　 5．8
　 　 0．1

o

　 　 経過時間 t ［min 丿［対数 凵盛：

図
一6　 曲線定規法 に よる整理 の例

→ 1，11，．

d，
，−4．218do
＝4．250

図
一7　曲線定 規

2
＼

一列
−

蝓
賦

＼

　7tyoまたは tsoの泣置を示す

tgo二31．0

　 　 − almo＝5．250

1　 　　 　　 　 10　 　　 　　 　 100

　　　経過時間 薗 n ［・ 1 園数目贈

図
一8　 圧密 量 と時間の 関係 の例

1000

5．2．2 各 載荷段階 の 圧 密量，供 試体 高 さ お よ び 平均 供 試

　　 　 体 高 さ

（1＞ 各載荷段 階 の圧 密量 AH （cm ） を次式 で 算定する。

　　AH 一壘
　 　 　 　 　 10
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　 　 こ こ に ，

　　　　　　df．： 各載 荷段階の 最終の 変位 計の 読み （mm ）

　　　　　　di： 各載 荷段階の 載荷直前 の変 位計の 読み

　　　　　　　　（mm ）

　 　 た だ し，

　 　 第 1 載荷段 階の場合 に は，doを読 みか え て diとする。

  　各載荷 段階 の 圧 密 終了 時の 供試 体 高 さ H （cm ） と平

　 均供試 体重 さH （c 皿 ） を 次式 で算定 す る 。

　 　 こ こ に，
　 　 H ＝H

’− AH

　 　 − 　AH 十H
’

　 　 H ＝
　 　 　 　 　 2

　 　HF ：直前 の 載荷段階 の圧 密終了時 の 供試体 高さ （cm ）

　 　 た だ し，

　　第 1 載荷段 階の 場 合 には，ff を Ho とす る。
5，2．3　各載荷段階の 圧密係数

（1） 5．2．1で tgoまた は tFoを求 め た 場 合 に は，各載荷段階

　 の 圧密係数 c，（cm21d ） を次式で 算定 する。

・
一・・84・（即 ll° ・V7 … よる 場 ・・

・
一… 9・ （賀咢 ・蠍 聯 よ る場 合・

  　縦 軸 に Cv を 対数 目盛 に ，横軸 に 次式 で 求 め た 平均圧

　密 圧 力p （kN！m2 ） を対 数 目盛 に と っ て log　c，、とlogP

　 の 関係 を示 す。

　　が一梛

　 　 こ こ に，

　 　 　　 　 P ： 各載荷段 階の 圧密矩 力 （kNfm2 ）

　　　　　 p
’

；直前の 載荷 段階の 圧 密圧 力 （kN ！mZ ）

5．3 圧 密量一
圧 力の 関係

5．3．1 圧 縮曲線，圧縮指数 および圧 密降伏応 力

（1） 各載荷段階の 圧密終了時の 間 隙比 e を 次 式で 算定す る。I

　 　 　 H
　 　 e＝一一1

（・） 縦軸 剛 で 求め燗 紕 ・ 槻 術 贐 に 讃 軸 に そ の 1
　載荷段階の 圧 密圧 力 p を 対数 目盛 に とって 圧縮 曲線 を

　 描 く。

（3） 圧縮 曲線の 正 規 圧密 領域の 直線部 に 2 点 a，b を と り，

　圧縮指数　C
．
を 次式で 算定 す る （図一9参照 ）。

　 　 　 　 　 ea
−

eh

　 　Cc＝
　 　 　 lo9（Pb1Pa）

↑
＃
蕚

誉

logp

図一9　Ccの 求め方

〔4） 圧密 降伏応 力 Pc（kN ！m2 ） を次 の 方法 に よ っ て 求 める

　 （図一10参照 ）。た だ し，Pcを 求め に くい 場合 は，　P を算

　術 目盛 に とって e−p 曲線ま た は f…p 曲線を 描 き，そ れ が

　上に 凸 な部分 を もた な け れ ば Pc を 求 め な くて よ い 。

　  　C，
’・・O．1 ＋ O．25C 、な る 勾配 を もつ 直線 と圧 縮 曲 線 の

　 　接点 A を 求め る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 79
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誉
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図
一10 圧 密降 伏応 力Pcの 求 め方

　　  　点 A を 通 っ て C
，

”
＝ C

、

’
／2 な る勾 配 を もつ 直線 と圧

　　　縮 曲 線 の 正 規 圧 密領域 の 最急 勾配 部 を代表 す る直線の

　　　延長 との 交 点 B の 横 座 標 を Pvとす る。

　5．3．2 各載荷 段階の 体積 圧縮係数

　（1） 各載荷段 階で 生 じる 圧縮 ひ ずみ ε を 次 式で 算定 す る。
　 　 　 　 AH
　 　 　 ε

＝一

　（2） 各載荷段 階の 体積 圧縮 係 数 mt／（m2 ！kN ） を次式 で 算

　　定す る。
　 　 　 　 　 ど

　　　
m

・

＝：
2i5

　 　 　 こ こ に，

　　　　　　 AP ； 各載荷段 階の 圧密圧 力の増 分

　　　　　　　　　（P−P
’
）（kN ！m2 ）

（3） 縦軸 に Mr，を対 数 目盛 に ，横 軸 に 平均圧 密圧 力 （P） を

　対数 目盛 に と っ て log　m
， と logp の 関係 を示 す。

【付帯条項 】

5，1ei の か わ りに 体積 比 弄 を 用 い て よ い 。こ の 場 合，　 f‘ を 次式

　 で 算定す る。

　　　　 私

　　　五
＝
瓦

5．25

．2．1

（Da．過 圧密領域 で は，　 dloo，　tgoま た は tsoを 強 い て 求 め る必 要 は

　　ない。

　b．飽和度 の低 い 試料 で は，dioo，緬 または ちo を求 め な い 。

（b＞ 〔a ）で 整理 した とき に初期 の 直線部 が 求め に くい 場合 には ，こ

　の 方法に よ っ て整理 す る。

5．2．2

ω　各 載荷段 階 の
一次圧 密量 ∠私 （cm ）お よ び

一次 圧密比 プ を

　 求め る場合 は，次式 で 算定す る。

　　　　 　　dioO−do
　　　AHi ＝
　 　 　 　 　 　 　 10

　　　　 ∠IH
，

　 　 　 F ＝一
　 　 　 　 」∬

5．2．3

（1） 第 1載荷段 階の cv を強 い て 求め る必要 は な い
。

  　第 1載荷段 階の p は p／2 とす る 。

5．35

，3．1

  　圧縮 曲線 を，e の か わ りに 次式 で 算定 す る体積 比 f で 描 い て

　 もよい 。
　 　 　 　 H

　　　f
＝
π

80

↑
丶、
恒
44

誉

logP

図ト IT　圧密降伏応 力p。の 求め 方

　　 　 （付帯条 項の方法に よ る ）

（3＞a ．圧 縮 曲線 を fで描 い た場 合 に は，C．は 次 式で 算定す る。

　 　　　 　　 fa−fb
　　　Ce；
　　　　　109（Pb／Pa）

　b．圧縮 曲線 に 明 り ょ うな 直線部分 が認め られ な い 場 合は，正

　　規圧密領域 の 最 も勾 配の 大 きい 部 分 を直線近似 して 求める。

　c． 日的 に 応 じて 必要 な圧 力範囲に お け る圧 縮 曲線の 平均勾配

　　か ら Ccを求め る。その 場 合は 対応す る 圧力範囲 を併記す る 。

（4） 間 隙比0，1に 相 当 す る縦軸 の ス ケ
ー

ル を横軸 の 対 数 目盛 1サ

　イ ク ル の 長 さの 0．1〜O．25 に とっ て圧 縮 曲線 を描 き，明 り ょ う

　な最大 曲率 点が 得 られ る場 合 に は，次 の 方 法 で Pcを求 めて よ

　 い （図一11参照 ）。

　  圧 縮 曲 線 の 最大 曲 率 の 点 A を 求 め ，こ の 点 か ら水 平 線

　　AB お よび曲線の 接 線 AC を引 く。

　  二 つ の 直線 の 二 等 分線 AD と圧 縮 曲 線の 正 規 圧 密領域 の

　　最急 勾配 部 を 代表 す る 直線 の 延長 との 交 点 E の 横 座標 をPc

　 　 （kNfm2 ） とす る。

  　供試体 の 初期状 態の 含水 比，間隙比 また は

　 び飽和度

  　各載荷 段階 の圧 密量
一
時 間曲線

（4） 圧縮曲線

  　圧縮指 数

（6） 圧 密降伏応 力

の　体積 圧縮係 数 と平均 圧 密圧 力の 関 係

（8） 圧密係数 と平均圧 密圧 力の 関係，お よ び圧 密係数 を 求

【付帯条項 】

◎ 　特 記すべ き事項 と し て，以 下の よ うな 項 目 があ る。

　a．24時間圧 密 しない 場合は，その段 階 の圧密圧 力と放置期 間

　　を報 告す る こ とが 望 ま しい
。

　b．試料 お よ び 供試体 の作製方法

　c．供試体の ひ び 割れ 状態，貝殻片 お よ び粗 大粒子の 混 入 状態

　 　 土 と基 礎，46− 3 （482）
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